
第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

各年とも1月 1日 ～ (人 , 児童生徒の一般事故による原因別死者数の推移 (公立学校 )

12月 31曰 て集.1   20

1 本道 の学 校 にお ける体 育 活動 中の 事故 の 現 状

(1)児童生徒の一般事故死の状況

ア 児童生徒の一般事故による死者数の推移

平成41年から19年までの道内公立学校児童生徒の一般事故による死者数は、1曽減を

繰り返しており、最近の3年間では減少の傾向にある。

なお、学校管理下における死者数も同様の傾向になつている。

原因日J死者数は、各年によつて異なる。また、死亡の原因が特定できない「その他Jの

数も毎年一定程度見られる。

|●   その他

豊外傷 スキー衝突

0そ 車両 列車事故

Nヽ  燒死 凍死

圃    突然死

|     ・l死

lt海道教育委員会詞ベ

学校種日Jの死者数は、各校種とも年ごとに増減が見られ、最近の 3年間では、高等学校

の死者数が減少の傾向にある。
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第 1重  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

イ 体育活動中の事故における死亡事例

平成 11年から平成 19年までの道内公立学校の体育活動中 (学校管理下)の事故にお

ける主な死亡事例は次のとおりである。このうち、4人が突然死で死亡している。

学年
一ヽ

一
FL上場面 .lr ″) 概 要事

中学 1年 男 部活動
(グ ラウンド)

サッカー部の活動中、走っている最中に突然倒れ、直ちに病
院に搬送されたがIL亡 した。

中学 2年 男 部活動

(学校敷地 )

卓球剖
`の

活動中、ウォーミングアップのためランニングを行
い その後体の不.・lを訴え、病院に搬送されたが死亡した。

中学 31 男 体育授業
(体育館)

バスケッ トボールの試合を行つた後、授業終了のため幣
列 した際、意識を失いFlれた,病院に搬送 され治療を受け
たが、 4日 後に死亡 した.

高校 1年

(全 国)

女 体育授業
(学l~敷地)

校舎の外周歩道を3周 (約 2 5km程度)走 り終え、休息して
いたところ意識を失い、病院に搬送され治・・を受けたが 翌日
に死亡した。

1高‖支

(全 国)

男 学校行事
(ス キー場 )

スキー遠足でスキー場を滑止中に仰向けに転倒 し、その後意
識を失つた.直ちに病院に搬送されたが死亡した.

高校 2年
(全 円

男 部,舌 動
(グ ラウンド)

サッカー部の活動中、練習試合の最中に突然倒れ、直ちに病
院に搬送されたがタビ亡した。

高校 1年
(全 日)

女 部活rll

(河川 )

ボー ト競技に出場中、スター ト前の練習を行つていた際に 2

人乗 リボー トが転覆 し、行方不IJlに なった.翌 口発見され病院
に搬送されたが死亡が確認された.

高校 2年
(全 日)

男 部活動

(合宿先)

テニス部の合宿練習中に倒れ、直t,に病 l■ に搬送された■
l・ 死

亡した。

WHO(世 界保健機関)で は、突然死を
'発

症から24時間以内の予期せぬ内因性 (病 )死 Jと 定義 して

います .

突然死は 一般的に急性心不全、急性心停止又は特別な外国が見当たらない頭蓋内出血 (運動 競技

中に起きた頭蓋内出血でも、特男Jな 外因 (事故)が見当たらない場合を含む。)等が直接死因とされた

病死です . (独立行政法人日本スボーツ振興センター「学校における突然死予防必携Jよ り)

基本的な注意事項

① 学校心臓検診 (健康診断)と事後措置を確実に行う.

② 健康観察、健康相談を+分に行う。
0体調が悪いときには、無理をしない、させない。
④ 運動時には、準備運動 整理運動を十分に行う。
疾患のある (疑 いのある)子どもに対する注意事項

⑤ 必要に応じた検査の受診、正しい治療、生活管理 経過観察を行う.

0学校生活管理指導表の指導区分を遵守し それを守る.

⑦ 自己の病態を工しく理解する、理解させる。

③ 学校、家庭 主治医間で健康状態の情報を交換する。

その他、日ごろからの心がけ

⑨ 救急に対する体制を整備し、充実する.

⑩ 健康教育を充実する.

キキ
:| 11讐

繁
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第 1章  学校の体育活動中の事故防lLに 開する基本 IIjな 考え方

(2)学校管理下における一般事故による負傷の状況

本道における平成 11年度から平成 19年度までの学校管理下における一般事故の発生状

況は、独立行政法人日本スポーツ振興センターの統計によると、次のとおりである。

小学校では、年間13,000人を超える児童が負傷しており、このうち、休憩時間中の事故

が最も多く、どの年度も全体の約50%を 占め、次いて授業中、学校行事などの特届J活動中

となっている。授業中では体育の授業が大半を占めている.

中学校では、年間15,000人前後の生徒が負傷しており、このうち、課夕ヽ活動中の事故が

最も多く、全体の約40%以 上を占め、次いで授業中、休憩時間中となつている.課外活動

では運BIj部 活動、授業中では体育の授業が大半を占めている。

高等学校では、年間13.000人前後の生徒が負傷しており、このうち、課夕ヽ活動中の事故

が最も多く、全体の約 50%を 占め、次いて授業中となつている。課外活動では、中学校と

同様に運動部活動、授業中では体育の授業が大半を占めている。

授業中

圏 愕別活動中

| 1 評 ,ヽ 活動中

ヽ 休憩時間中

二蓼 登下t‐ ■

(年 度 )

Hll

日 12

H13

H14

H15

H17

H18

H19

11‐ ‐NI・ 657

● a8

,935

15933

その他
10000 15000 20000

独立行政法人日本スポーツ振興センター嗣べ (国 公私立の合計)

(年度 ,

Hll

目 12

H13

日 14

H15

H17

H18

H19

15966

16449

授業中

圃 特別活動中

‐  課外活動中

凩 休憩時間中

亜琶 登下4‐ 中

その他

16255

15336

15573

114713

14138

5000 10000 15000 20000

※平成 16年度 ま流計資llな し 独立行政法人日本スボーツlFF興 センター調べ (国 公私立の合計 )

授業中

国団特別活動中

■1課夕ヽ活動中

§゙ 休憩時l・1中

E目 登下l‐ 中

(年度 )

Hll

H12

H13

H14

H15

H17

H18

IH19

×平成 16年度 ま統計資料なし

15932

飩
ヽ444

10000              15000              20000

独立行政法人日本スポーツ振興センター調べ (日公私立の合計 )

※平成 16年度は統計資料なし
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

(3)体育活動中の事故の発生状況

本道における平成 17年度から平成 19年度までの体育活動中における一般事故の発生状

況は、独立行政法人日本スポーツ振興センターの統計によると、次のとおりである。

小学校では、バスケットボールや ドッジボールなどのポール運動における負傷が最も多く、

次いて器械運動、陸上運動の順になつている.

水泳

体操

器減運動

陸上運動

ボール運動

スキー スケー ト

(年度 )

H17

H18

H19

2000             3000             4000

独立行政ス人日本スボーツ振興センター調べ (国 公私立の合計 )

中学校では、バスケットボールやバレーボールなどの球技における負傷が最も多く、次い

で陸上競技、器械運動の順になつている.

高等学校では、球技における負傷が最も多く、次いで柔道などの武道、 l.―上競技の‖日にな

つている。

水泳

体操

器械運動

瞳上競表

球技

武道

スキー スケー ト

その他

堡

4000       6000       8000       1ooo0      12000

独立行政法人 日本スポーツ振興センター調べ (日 公私立の合計 )

同 等学校

・l.泳

体操

器械運動

陸上競技

球技

武道

スキー スケー ト

その他

H18

H19 11047蹟 )

4000       6000 8000       1o000      12000

独立行政法人日本スポーツlr・興センター調べ (□ 公私立の合計 ,
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

(4)体育活動中 (学校管理下)の事故事例

平成 19年度に道内の学校で発生した体育活動中 (学校管理下)の主な事故事例は下記の

とおりである。

【小学校】

学年 ‖il 発生場面 負傷の程度 故 σ

'

概 要事

1年 女 体台l‐
7業

(体育館)

右上腕骨折 平均台を歩いているとき、誤つて床に落下し、月十を打ち

負l_した。

2年 り 体育授業
(グ ラウンド)

左上腕骨折 鉄棒の練習をしているとき、手が滑り地面に落下し、肘

を打ち負傷した。

4年 男 クラブ活動

1,― ,1●―ス
|

左手首骨折 卓球クラブの活動中、卓球台を開じてたたもうとした際、

卓球台が

'Iれ

、左手首を負傷した.

4年 女 体育授業

「
|-11′ |

顔而骨折 スケー トの練習後にスケー ト靴を脱いでリンク内にいた

際、足が滑り転倒し、顔面を打ら負傷した。

5年 男 体育授業

(ス キー場)

右渕珈猾折 スキー学胃でコースを滑走中、バランスを崩 して転倒 し、
立木に衝突し 負傷した。

6年 男 体育授業
(ブール)

右足指骨折 水泳のばた足の練習をしているとき 足が他の児竜の背

中に当たり、右足小指を負傷した.

【中学校】

学年 性FI 発生場雨 負傷の程度 贅
`)

要概事

1年 男 体育授業

(体育館)

右l奈筋 腱的i裂 柔道で技をかけたとき、倒れた相手の体が自分の右足の

上に乗り、イ胡本を負傷した。

2年 男 部活動

(グ ラウンド)

顔面骨折 野球部の活動中、他の生徒が振つたバッドが顔面に当た

り、負傷 した。

3年 女 lt別活Tll

(グ ラウンド)

胸部骨折 体育祭の練習中、「人間タワーJの 3段 日から転落 し、

負傷した.

3年 男 体育授業

(体育館)

前歯‖折 バドミントンのゲームをしているとき ダブルスを組んで
いた牛徒のラケットが顔面に当たり 負傷した。

【高等学校】

学年 性! 発生場面 負傷の程度 事 の 要概故

1年 リ 部活動
(グラウンド)

頸音F骨折 ラグビー部の活動中、試合でlH手 の選手にタックルした

際、頸椎を負傷 した,

2年 男 体育授業
(体育館)

左足首骨折 跳び箱で前方倒上回転跳びの練習 しているとき、着地に

失敗して左足首を捻 り、負傷した。

3年 男 特別活動
(グラウンド

'

右 1胡退汗滑析 ソフ トボールの試合中、飛んできたボールを柿球しよう

として、他の生徒と衝突し、負傷 した。
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